
宮本工業グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）とは、「誰一人

取り残さない（leave no behind）」持続可能な社会の実現を目指す世界共通の目標で

す。

2015 年の国連サミットにおいて全ての加盟国が合意した「持続可能な開発のための

2030 アジェンダ」の中で掲げられました。2030 年を達成年限とし、17の目標と 169 の

ターゲットから構成されています。簡単に言うと「世界中の環境問題・差別・貧困・人

権問題といった課題を、世界のみんなで 2030 年までに解決しよう」という目標です。

参考ＨＰ）外務省「ＳＤＧｓとは？」

宮本工業グループは、主要事業のひとつとして木造建築で使用される木材の加工（プ

レカット）を行っています。その木材は二酸化炭素の削減に大きく貢献しています。つ

まり伐採される前の木材は、光合成をすることで大気中の二酸化炭素を吸収し成長して

いきます。伐採し加工した後も建築物として長期間内部に二酸化炭素を貯めておくこと

になります。さらに使い古された木材は、様々な形で再利用されることで二酸化炭素の

発生を抑制することに役立っています。そして新たに木を植えることで再び二酸化炭素

を吸収し成長していきます。この循環を繰り返すことが二酸化炭素の削減に大きく貢献

しているのです。また、木が集まって形成される森林は、地球環境の保全というさらに

大きな役割を果たしています。

参考ＨＰ）林野庁「森林×ＳＤＧｓ」

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/genjo_kadai/SDGs_shinrin.html


宮本工業グループは持続可能な社会の実現に向けて様々な取り組みを行っています。

すべての人に健康と福祉を

〇定期的な健康診断及び産業医による面談を実施し、社員の身体的、精神的なケアに

努めています。

〇新型コロナウィルスの感染予防対策として対応方法を取りまとめ、感染予防に努め

ています。

★ トピックス 新型コロナウィルス感染症のおける当社対応について

（2021/01/14）（2020/06/01）

質の高い教育をみんなに

〇弊社では、外国人実習制度の基本理念である「先進国としての役割を果たしつつ国

際社会との調和ある発展を図っていくため、技能、技術又は知識の開発途上国等へ

の移転を図り、開発途上国等の経済発展を担う人づくりに協力することを目的とす

る」に基づいて、ベトナム人の技能実習生を採用し、その技術的・職業的スキルの

向上に取り組んでいます。

★トピックス（2020/12/16 技能実習生防災セミナー）

http://www.miyamoto-group.co.jp/cn5/20210116095836.html
http://www.miyamoto-group.co.jp/cn5/20200531155435.html
http://www.miyamoto-group.co.jp/cn5/20201225134034.html


〇コンサルタント会社による幹部研修として、講習会への参加及び社内での定期的な

勉強会を実施しています。

〇地元工業高校の工場見学や特別教育活動に協力しています。

★トピックス（2020/02/06 工場見学、2018/10/25 プレカット教材提供、2017/05/07

木造建築の技術知って）

産業と技術革新の基礎をつくろう

〇ロボット付き合板加工機を導入し、作業の効率化に取り組んでいます。

★トピックス（2022/06/09 ㈱Mujin 様）

http://www.miyamoto-group.co.jp/cn5/20200311090036.html
http://www.miyamoto-group.co.jp/cn5/181025.html
http://www.miyamoto-group.co.jp/cn5/20180514120805.html
http://www.miyamoto-group.co.jp/cn5/20180514120805.html
http://www.miyamoto-group.co.jp/cn5/220609.html


〇さらなる木材の有効活用を目指し、非住宅木造建築の普及に取り組んでいます。

★ＡＴＡハイブリッド構法の木造倉庫と木造テニスコート

★木造スケートボードＡＲＥＡ

住み続けられるまちづくりを

〇地元の清掃活動に参加し、クリーンな環境の維持に努めています。

★団地内清掃活動

〇ＩＳＯ１４００１の活動で排出されるゴミの分別を徹底し環境汚染の防止に取り

組んでいます。



つくる責任つかう責任

〇木材を加工する際、できる限り廃棄する部分が少なくなるよう使用する木材の歩留

りを良くすることに努めています。

また、加工する際に出るオガ粉や端材は廃棄せずに専門業者に引き取ってもらい、

そこで再加工されバイオマス発電の燃料、家畜用の敷きわら、間柱などを作る為の

材料として再利用されています。

〇ＩＳＯ１４００１の活動で電気使用量の削減、ガソリン使用量の削減などムダをな

くす活動に取り組んでいます。また、事務作業のＩＴ化を推進することで作業の効

率化、ペーパーレス化にも取り組んでいます。

気候変動に具体的な対策を

〇ヒートアイランド対策、地球温暖化対策の一環として、「打ち水大作戦」に

参加し、地域コミュニティの環境保全に取り組んでいます。

陸の豊かさもまもろう

〇和歌山工場と仙台工場では日本の森林認証制度であるＳＧＥＣ（緑の循環認証会

議）のＣｏＣ認証を受けており、違法伐採による森林破壊を防ぎ、持続可能に管理

された森林を守る活動に参加しています。

森林認証制度とは

参考ＨＰ）林野庁「森林認証材普及促進ガイド」,「主な森林認証の概要」ＳＧ

ＥＣ（緑の循環認証会議）とは

参考ＨＰ）「森林認証ＳＧＥＣ/ＰＥＦＣ」

以上

https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/ninshou/con_2.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/ninshou/con_3_1.html
https://sgec-pefcj.jp/

